
１　学校の概要

(1) 学校の学級数

１年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 計

2 2 2 2 3 3 14 9 23

２　加配教員が専科指導を行う教科及び週当たりの担当授業時数

(1)　第５、６学年の指定教科

(a)

(2)　その他

(b)

(a)＋(b)

３　教科担任制推進教員を配置した授業計画

国語 書写 社会 算数 理科 音楽 図工 家庭 体育 外国語 道徳 総合 特別活動

2.9 5 3 1.4 1.4 1.7 2.6 2 1 2 1
５年 1 組

A ）
５年 2 組

B ）
５年 3 組

C ）

４　高学年担任が指導を行う教科等及び週当たり授業時数

時数
時数計

（c）
1.7

1.7

3

3

3

3

2.6

2.6

2.9

2.9

2

令和７年度小学校教科担任制実施報告書（高学年型）

学校名

学級数

指導教科名 指導学年 指導学級数 １学級当たり時数（週） 授業時数（週）

府中市立府中学園

通常学級 特別支援
学級 合計

理科 5 1 3 3

兼務校での実施

算数 5 3 5 15

兼務校での実施

0

授業時数　計 18

指導教科等名 指導学年 指導学級数 １学級当たり時数（週） 授業時数（週）

週当たり標準授業時数 5

Ａ 専科 Ｃ 推進

授業時数　計 0

授業時数　合計 18

教科等

Ａ Ａ Ａ
（担任：

Ｂ 専科 Ｃ 推進 Ｂ 専科

Ｂ 専科 専科 Ａ Ｂ Ａ

（担任：

Ｂ
（担任：

Ｃ 専科 Ｃ 推進 推進 専科 専科 Ａ

専科 Ａ Ｂ Ｃ Ｂ Ｂ

担任する学級
の授業時数

授業時数の
合計

指導学年・学級 教科等名 （d） (c)+(d)

Ｂ Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

5-1 24 A

5-2 家庭

12.4

学年・
学級

児童数
（人）

担任
担任する学級以外の授業時数（週当たり）

11.7 24.1

5-3 家庭

6-1 理科

6-2 理科

6-3 理科

13.6 21.85-1 体育

5-3 体育

5-2 23 B

5-1 理科

8.2

12.9 20.75-2 社会

5-2 外国語

5-3 24 C

5-1 社会

7.8



５　成果と課題

（①授業の質の向上、②多面的な児童理解、③小・中学校の円滑な接続、④教師の負担軽減、⑤その他）

① ①

①
③

①
③

④ ④

② ②

④ ④

① ①

　　　　（推進教員の研究授業）

・持ち教科数、持ち時間の削減 アンケートでは「負担が軽減された。」の項
目に肯定的な回答をした先生の割合が
100％であった。担当教科が削減されてい
るので授業準備にかかる時間を削減する
ことができた。

・学年全クラスで授業を行う アンケートでは「授業を担当している児童
について現状を交流し、多面的な児童理
解をすすめることができた。」の項目に肯
定的な回答をした先生の割合が100％で
あった。毎日学年会を開くことで学年のこと
がよく分かり、深い児童理解につながっ
た。

・業務の精選、超過勤務の削減 令和６年度の高学年担当教員の月別超過
勤務の平均は60.6時間で、令和７年度は
平均50.6時間であった。かなりの削減に
なっており、目標の１時間の削減は達成で
きた。するべきことの優先順位を決め、効
率よく仕事をすることができはじめてきた。

〈効果のあった取組〉 〈成果〉
・全国学力・学習状況調査の結果分析
・府中市の一斉標準学力調査の結果
　分析
・教材研究と授業準備
・宿題丸付けと直しの徹底
　　（指導内容に反映させる）
・学力補充の取り組み（長期休み、休
　憩、放課後など）
・４問テスト（５分程度，週１～２回）
・ノート指導（毎授業後回収）

府中市全体で行っている標準学力調査算
数（12月実施）では、正答率が78.2％で全
国平均を16.2ポイント上回った。また、30％
未満の児童は一人いたが、目標の5％未
満は1.2％だったので達成できた。日々の
地道な努力の積み重ねにより少しずつ学
力を定着させることができた。

・校内の算数・数学グループの授業研
　究への参加

義務教育学校の強みを生かし、後期課程
の授業研究へ参加したり、事後協議で後
期課程の教員と意見交換をしたりすること
ができ系統的な指導を意識することができ
た。

〈課題〉 〈対策〉
・より深い教材研究を通した教師の授
　業力向上

アンケートでは、「空き時間でより深い教材
研究ができた。」の項目に肯定的な回答を
した先生の割合が67％と目標の80％に届
かなかった。特に３学期になり他学年への
指導に入ることが多く、空き時間を有効に
活用できない日が増えた。今後は学校全
体の動きを全職員で共有するとともに、他
学年の指導に入る計画を立てることで、見
通しをもって、各自の仕事を行えるようにし
ていく。


